アナログ技術 過去問のまとめ【　PBX　】


１．ＰＢＸ

（1） ＰＢＸサービス機能

●アッドオン

内線相互間で通話中のとき、通話中の内線からダイヤルなどの所定の操作をして、他の内線を呼び出し3者で同時に通話できる機能。

●コールトランスファ

通話中の内線電話機をフッキングなどの所定の操作を行うことにより、通話中の相手を第三者に対して転送できる機能。

●コールパーク

通話中の内線をフッキングなどの所定の操作をして、通話中の呼を保留したとき、保留したその呼に、他の内線から特殊番号のダイヤルなどの所定の操作をすることにより応答できる機能。

●コールピックアップ

あらかじめ設定しておいたグループ内のある内線番号に着信があった場合に、グループ内の他の内線から、特殊番号のダイヤル等所定の操作をすることにより応答できる機能。

●自動キャンプオン

被呼内線が話中のとき、その内線を監視し、通話が終了後、自動的に呼び出す機能。

●シリーズコール

外線からの着信を複数の内線に順次接続したい場合、中継台の操作により、通話の終了した内線が送受器をかけても、外線を復旧させずに自動的に中継台に戻す機能。

●内線リセットコール

被呼内線が話中のとき、再度異なる１位の数字のみをダイヤルすることによって、最終けたのみ異なる別の内線へ接続する機能。

●パイロット機能

グループ内に特定の番号を定めておき、その指定された内線番号の電話機が使用中に更に別の着信があった場合に、グループ内の他の空いている内線を選び、呼び出す機能。

●ページングトランスファ

外線からの着信呼を他の内線に転送したい場合に相手が不在のとき、構内放送により呼び出した後、応答した内線へ外線からの着信呼を転送する機能。

●ACD(Automatic Call Distribution)

外線着信呼を着信順に、効率よく均等に複数の受付台などへ自動的に接続する機能。

（2） 分散制御方式

●分散制御方式

この方式は負荷分散制御方式と機能分散制御方式の二つに分けられ、大容量のＰＢＸを実現している。

●負荷分散制御方式
複数のマイクロプロセッサに負荷を分担させる方式であり、一般に、この方式を採用することによって、交換規模に応じた必要数のマイクロプロセッサを設備することを可能としている。

●機能分散制御方式
複数のマイクロプロセッサにそれぞれ専用の機能を分担させる方式であり、一般に、中央制御回路だけでなく、ライン回路、トランク回路などもマイクロプロセッサを採用することによって、制御系を階層化し、きめ細かなサービスへの対応を可能としている。

（３）プログラム

デジタルＰＢＸのプログラムでは、一般に、プログラム同士の情報の引き渡しに、トランザクションというデータの固まりを使用しており、トランザクションが順番に並んでいる行列のことを、通常キューという。

●数字分析プログラム

デジタルＰＢＸの数字分析プログラムは、一般に、ＰＢＸがダイヤル信号受信の処理に入り、内線電話機からダイヤル数字が送られてきたときに起動される。また、受信したダイヤル信号に従って、内線通話、局線への発信、特殊なサービス要求などの呼の種類を識別する。

●交換プログラム

処理内容により分類されており、一般に、実行管理プログラム、呼処理プログラム、再開処理プログラム、運用保守プログラムに分類される。

（４）内線回路
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W・・・過電圧保護回路
Ｘ・・・通話電流供給回路
Ｙ・・・符号器
Ｚ・・・復号器
（５）外線回路
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デジタル式ＰＢＸの外線両方向トランク（ＢＷＴ）の回路において、外線から着信があった場合、外線の極性反転をＲＥＶからＳＴＣを介して中央制御装置（ＣＣ）へ伝え、当該ＢＷＴを内線に対して閉そくする。続いて、外線から到来する１６ヘルツ信号をＲＥＶ（Ｒ）で検出することにより、中央制御装置（ＣＣ）は着信があったことを識別し、内線に対して可視又は可聴信号により着信表示を行う。内線が応答すると、Ｂリレーの動作により通話路を設定し、着信表示を復旧させる。
（６）時間スイッチ
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・デジタル式ＰＢＸ（内線、外線ともにアナログ方式）の時間スイッチの原理図において、音声信号は、内線回路又はトランク回路で符号化され、送信ハイウェイに割り付けられた時間帯のチャネルへ出力される。一方、共通制御回路からは、発呼者情報、ダイヤル情報等に基づき、どのチャネル同士で信号を交換するという司令が制御メモリに設定される。制御メモリに書き込まれた読出しアドレスを基に、対応する通話メモリの内容が受信ハイウェイに読み出される。受信ハイウェイの信号は、対応する内線回路又はトランク回路に送られ、アナログの音声信号に復号される。

・デジタル式ＰＢＸの時間スイッチにおける通話メモリは、入ハイウェイ上の各タイムスロットの音声等の信号を記憶する。

・時間スイッチは、入ハイウェイ上のタイムスロットを、出ハイウェイ上の任意のタイムスロットに入れ替えるスイッチである。

・デジタル式PBXのランダムライト・シーケンシャルリード制御の時間スイッチにおける制御メモリは、通話メモリの書き込み番地を指定するメモリであり、ハイウェイの音声情報などは、これにより指定された通話メモリに書き込まれる。

（７）空間スイッチ

・図に示すデジタル式PBXにおける空間スイッチの原理図において、制御メモリ1のタイムスロットt2に#Mと書き込まれている場合、入ハイウェイ#Mのタイムスロットt2の情報Yは、t2の瞬間にゲートM1を開くことにより、出ハイウェイ1のタイムスロットt2に移る。このように空間スイッチでは、ハイウェイ間のタイムスロットの乗換えを実行している。
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・デジタルＰＢＸの空間スイッチにおける制御メモリには、各タイムスロット番号に対応して入ハイウェイ番号が記録されている。
・デジタル式ＰＢＸの空間スイッチでは、音声情報ビット列は多重化されたまま、タイムスロットの時間位置を変えないで、タイムスロット単位に時分割ゲートスイッチの開閉に従い、入ハイウェイから出ハイウェイへ乗り換える。
・デジタルＰＢＸの空間スイッチは、一般に、複数本の入・出ハイウェイ、時分割ゲートスイッチ及び制御メモリから構成されている。

（８）通話路系

・デジタルＰＢＸの通話路系は、一般に、電話機等の端末や中継線等とのインタフェースの役割をするライントランク系と、ライントランク系の任意の端子間を接続する時分割スイッチ系から構成されている。

・デジタルＰＢＸは、メモリに蓄えられたソフトウェアに従って通話路系を駆動し、通話路の設定や開放等を行っている。
（９）ファクシミリ

・ファクシミリ装置のグループ３形機（Ｇ３形機）の多くは、冗長性を抑圧するため１次元符号化方式と併用してＭＲ符号化方式といわれる２次元符号化方式を用いて伝送時間を短縮している。

・ファクシミリ装置のグループ３形機（Ｇ３形機）は、冗長性を抑圧するためＭＨ符号といわれる１次元符号化方式を用いている。

・ファクシミリ装置で画信号を正しく送り、それを正しく受けるためには、送信側と受信側の走査の速度を等しくし、かつ、走査の開始点を一致させる必要がある。

・ファクシミリにおいて、副走査方向の単位長〔mm〕当たりの走査線の本数は、走査線密度といわれる。

（１０）モデムプール

・デジタル式ＰＢＸでは、内線側のデータ端末装置と電話網のアナログ回線を接続して使用する場合、データ端末装置とモデムを固定的に接続しておく必要はなく、モデムを共用することができる。これをモデムプールという。
・データ通信をデジタル式ＰＢＸとアナログ電話機を通して行う場合、デジタル式ＰＢＸのモデムプールを使用すると、内線のデータ端末装置とモデムを固定的に接続する必要がない。また、デジタル式ＰＢＸのスイッチング機能により端末やホストの回線増設、移設などにも柔軟に対応できる。

（１１）その他

●共通線信号方式
ＰＢＸ間を専用線等で結んで通信する場合、ユーザの情報と信号とを分離する共通線信号方式には、信号の転送方法としてＩＴＵ－Ｔ勧告のＮｏ．７信号方式を準用したものや、ＴＴＣ標準の共通チャネル形信号を準用したものなどがある。
●ボイスメール

・デジタルＰＢＸのボイスメール装置では、音声信号はデジタル形式で蓄積され、要求に応じて読み出され音声信号に再生される。通常、デジタル式ＰＢＸで使用している６４キロビット／秒のＰＣＭで符号化された音声信号をそのまま蓄積すると、蓄積容量が大きくなるため、蓄積時に音声処理部で高能率符号化信号に変換するとともに、無音区間を圧縮する。

・電話は、一般に、オンラインリアルタイムの通信に利用され、相手不在、相手話中等の場合には通信が成立しない。これらの不便を解消するために実用化されたのが、音声をいったん蓄積しておき後から配送したり、取り出してもらうボイスメールである。

●メールサービス

デジタル化された音声の記録媒体は、磁器ディスクなどが使用されるが、記録密度の向上のため、高能率音声符号化や無音圧縮処理など、ＡＤＰＣＭ（適応差分ＰＣＭ）ＡＤＭ（適応デジタル変調）等の冗長度圧縮技術が応用されている。デジタル式ＰＢＸにおいても、音声、ファクシミリ、テキストなどの各種メールサービスにおける蓄積交換処理過程で、これらの技術が活用されている。
●夜間閉塞機能
ダイヤルイン方式を利用するＰＢＸには、夜間になったときの対応の手段として、夜間閉塞機能がある。このときのシーケンスは、ダイヤルインの接続シーケンスとは異なり電気通信事業者の交換機から内線指定信号は送出されず、夜間受付用電話機に一般の電話機と同様に着信する。
●ＲＳ－２３２Ｃ
デジタル式ＰＢＸの多機能電話機は、データ通信を行いながら通話を行うことも可能である。このためデジタル多機能電話機には、パーソナルコンピュータなどのデータ端末装置を接続するインタフェースとして、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２４（JIS X 5101）やＶ．２４と互換性のあるＲＳ－２３２Ｃインタフェースを持つものがある。
●ライン回路

デジタル式PBXは、内線相互接続中のとき、ライン回路によって送受器のオンフックを監視し、これを検出することにより通話路の切断を行っている。
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